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『全国美術部門の現在と未来』  
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日本教育大学協会 

全国美術部門 

会 報 No.48 

日本教育大学協会（以下「教大協」）は、昭和

24 年 11 月 15 日に、「会員相互の協力によって、

大学・学部の質的向上と教育に関する学術の発達

を図り、もってわが国教育の振興に寄与すること」

（規約第 4 条）を目的に発足しました。この協会

は、「国立大学法人のうち教育に関する学術の研究

及び教育者養成を主とする大学・学部を会員とし

て組織」（同第 2 条）されています。「全国美術部

門」は、この日本教育大学協会に置かれた 19 あ

る全国研究部門の一つです。教大協には、教員養

成系の国立大学・学部が組織加盟をしており、そ

れらの大学・学部に所属する専任教員は教大協の

会員になっています。つまり、教員養成系の国立

大学・学部の美術関係講座に所属する教員は「全

国美術部門」に属する会員となります。 

平成 16 年 4 月にすべての国立大学が、「国立大

学法人」となり、法人化後はどの大学も目まぐる

しく改革に追われ、そのことは「全国美術部門」

の活動にも大きな影響を与えました。平成 18年度

から 23 年度の代表を務めた橋本光明元代表が「残

念ながら 18、9 年度の旧体制下では、部門・学会

の会員管理と会費収支等の事務処理などで大わら

わであり部門活動の充実を視野に入れながらも取

り付く島もない状態でした」（会報 No.38）と語る

ように、平成 20 年度以降の新体制＝総務局体制に

おいて、部門活動の復活は大きな課題でした。そ

のきっかけをつくったのが、平成 21 年度から始ま

った教科内容に関する検討会でした。平成 21年度

の愛知大会における部門協議会でのシンポジウ

ム、平成 22 年 2 月 26 日に開催されたフォーラム

「明日を創る美術教育」は、その成果を会員に示 

した場にもなりました。平成 24・25 年度の代表を

務めた藤江充元代表は、「教育の危機が言われるな

かで、美術教育が我が国の教育の振興にどのよう

に貢献できるのかが問われています。この部門は、

教員養成そして研修の当事者として、その問いに

応えていくことが求められています。教科内容学

の検討などもその一環です。そのためにも、もう

一度、この美術部門の原点に立ち返る必要があり

ます。」（No.39）、と述べています。まさに、部門

の活動の取組の原点を示したのが、この「教科内

容学検討委員会」でした。 

平成 24 年度から「特別課題検討委員会」と名称

を改め、主に関東地域の教科専門担当者によって

頻繁に検討会が持たれています。そして、３年間

議論してきた図画工作科・美術科における教科内

容の研究成果として、冊子『うみだす教科の内容

学 図工・美術の授業でおきること』が刊行され

ました。 

「全国美術部門」では、地区ごとに様々な活動

を展開しています。それらの活動は毎年、会報上

にて報告していただいております。地区会から出

された意見・要望等が全国大会の時期に合わせて

開催される協議会で検討され、それを各種委員会

でも検討することにより、部門全体の活動が活性

化していきます。それぞれの地区の活動を充実さ

ていくことが、部門活動の再生には欠かせないの

です。それは、「全国美術部門」との一体化を図る

「大学美術教育学会」の活動にも大きく影響しま

す。部門と学会、ともに独自性を打ち出しながら、

これまで以上に発展していくことを期待します。 
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平成２６年度 役員・各種委員会委員一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■代 表   増田金吾（東京学芸大学 26-27） 

■副代表 

   （正）岩村伸一（京都教育大学 25-26） 

   （副）福本謹一（兵庫教育大学 26-27） 

■特別委員 大嶋 彰（滋賀大学 26） 

山口喜雄（宇都宮大学 26） 

■総務局 

 総務局長 芳賀正之（静岡大学 26-27） 

 部門部長 新野貴則（山梨大学 26-27） 

総務局理事 

郡司明子（群馬大学 25-26） 

松尾大介（上越教育大学 25-26） 

喜多村徹雄（群馬大学 26-27）  

石上城行（埼玉大学 26-27） 

相田隆司（東京学芸大学 26-27） 

畠山智宏（清和大学短期大学部 

 26-27） 

■学会大会運営委員 

      宮崎光二（福井大学 25-26） 

      渡辺邦夫（横浜国立大学 26-27） 

■監事   西村俊夫（上越教育大学 25-26） 

小澤基弘（埼玉大学 24-26） 

■事務部  佐藤聡史（民間 21-26） 

 

■地区全国委員  

Ⅰ〔北海道〕 

坂巻正美（北海道教育大学岩見沢校 25-26） 

佐藤昌彦（北海道教育大学札幌校 26-27） 

〔東 北〕 

蝦名敦子（弘前大学 25-26） 

煤孫康二（岩手大学 26-27)  

Ⅱ〔関 東〕 

松島さくら子（宇都宮大学 25-26） 

茂木一司（群馬大学 26-27） 

Ⅲ〔北 陸〕 

隅  敦（富山大学 25-26） 

阿部靖子（上越教育大学 26-27） 

〔東 海〕 

松本昭彦（愛知教育大学 25-26） 

山本政幸（岐阜大学 26-27)  

Ⅳ〔近 畿〕 

岩村伸一（京都教育大大 25-26） 

世ノ一善生（滋賀大学 26-27） 

  〔四 国〕 
福井一真（愛媛大学 25-26） 

金子宜正（高知大学 26-27） 

Ⅴ 〔中 国〕  

   新井知生（島根大学 25-26） 

   福田隆眞（山口大学 26-27）   

〔九 州〕 

 栗山裕至（佐賀大学 25-26） 

   佐藤敬助（長崎大学 26-27） 

 

■学校美術教育支援委員会 

（略称「学校支援委員会」）  

委員長（全国美術部門代表代理・兼務）  

山口喜雄（宇都宮大学 26-27）  

○附属学校部会  

部会長  佐藤昌彦（北海道教育大学 26-27）  

副部会長 伊藤文彦（静岡大学 26-27）  

委員   片野 一（福島大学 26-27）  

委員   遠藤敏明（秋田大学 25-26）  

○学校教育支援部会  

部会長  天形 健（福島大学 26-27）  

副部会長 柳沼宏寿（新潟大学 26-27） 

 

■特別課題検討委員会（H26 年度 11 名） 

委員長  小澤基弘(埼玉大学 26)  

委員   石井壽郎(東京学芸大学 26) 

 石上城行(埼玉大学 26) 

     大泉義一(横浜国立大学 26) 

     喜多村徹雄（群馬大学 26） 

     郡司明子（群馬大学 26） 

     齋江貴志（群馬大学 26） 

     神野真吾（千葉大学 26） 

     高須賀昌志(埼玉大学 26)  

     林 耕史(群馬大学 26)  

       西村俊夫（上越教育大学 26） 

西村徳行（東京学芸大学 26） 

 

■大学造形教育連絡協議会 

＜全造連大会開催地区大学及び近隣地区 

代表委員＞（H26 年度 5 名） 

委員長  山口喜雄（宇都宮大学 26-27） 

 ※部門代表代理 

副委員長 天形健（福島大学 26-27） 

総務局  新野貴則（山梨大学 25-26） 

委員   井坂健一郎（山梨大学 25-26） 
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平成２６年度 日本教育大学協会全国美術部門地区会報告① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆東北地区 

 
日時：平成 26 年 6 月 20 日（金）14：00～17：30 

会場：秋田キャッスルホテル ４階 「桐の間」 

参加者：弘前大学（石川善朗、蝦名敦子）、岩手大

学（藁谷収）、宮城教育大学（立原慶一）、福島大

学（新井浩、加藤奈保子）、山形大学（降籏孝、和

田直人）秋田大学（笠原幸生、遠藤敏明、猪巻明、

長瀬達也、石井宏一、佐々木千佳）14 名 

議長：降籏孝（山形大学）、笠原幸生（秋田大学） 

■協議事項に先立ち、開催校の秋田大学より挨拶

があり、その後本年 4 月の学部改組で一課程一学

科に再編された現況についての報告があった。 

■協議事項 

１．北海道地区と東北地区会の運営体制につい

て：「北海道・東北ブロック」の学会開催ローテ

ーションを北海道地区と東北地区で交互に引き

受けることを確認し、東北地区大会における地

区全体での支援、連携を図ることを確認した。 

２．学会誌の査読体制について：論文の質的向上

を図るための査読体制についての問題について

提案された。これに関して、代表理事会で示さ

れた、学会誌編集および査読体制を変更する今

後の方針が報告され、専門性に適合した査読者

選定が引き続き必要であるという共通認識が確

認された。 

■談話題 

１．各大学の入試状況：各大学の志願者倍率につ

いて、横ばいまたは低下している現況が報告さ

れ、定員を超えている大学においても、年度に

よってばらつきがあるという状況が話題とされ

た。また倍率の上昇が学生の質の低下につなが

らないか注視する必要がある。充足率の低下と

入試科目の関連も考えられる。さらに教育学部

ミッション再定義による新課程廃止の方針によ

り、将来の入試状況が左右される不透明な状勢

にある。昨今の美術関係専攻の定員割れが起こ

っている現状をふまえ、各大学の行っている対

策、取り組みについて意見交換を行った。 

２．各大学の就職状況：教員就職率が全体として

低下傾向にある中、美術関係専攻・コースの就

職率、教員採用率についても現状維持もしくは

低下が認められる。一般企業や公務員への就職

も多いが、いわゆる公務員浪人が増えている現

状も指摘された。 

３．ミッション再定義による各大学の動向：各大

 

学の現況について、大学院修士課程の今後なら

びに教職大学院の状況も絡めて報告がなされ

た。岩手大学では、学部改組に向け新課程の廃

止方針が示され、組織再編が図られる見込みで

あることから今後も動向を注視する。秋田大学

では一昨年からの学部改組の過程について報告

があった。教員養成課程については、次期改組

も睨んだ小学校教員養成強化の方針も示されて

いる。宮城教育大学では東北地区広域拠点型大

学としての役割を担う方針のもとで、すでにゼ

ロ免課程の廃止、教職大学院の設置が行われた。

弘前大学では地域密接型を目指した教員養成中

心の教育学部再編が行われる予定であるが、す

でに新課程の廃止と教職大学院への教員移行を

含めた縮小方針が示されている。 
４．大学院修士課程の現状と今後：宮城教育大学

では、従来の修士課程と教職大学院が並置され

ているが、将来的に教職大学院への一本化を狙

う大学の方針があることから、その中での美術

の位置づけについて今後注視する必要がある。

また小学校教員免許取得の状況、小学校におけ

る美術教育についても情報交換を行った。 
５．秋田公立美術大学の影響：弘前大学では、昨

年の入試定員割れに際し秋田公立美術大学開設

の影響が推測されたものの、今年はオープンキ

ャンパスでの取り組みなどもあってか回復した

ことが報告された。秋田大学も含めた各大学は

今後も動向を見守りたい。 
６．その他：「教職実践演習」の運営状況について、

授業実践を中心に各大学の情報交換を行った。

全学年を通して常に現場と学生が関わりをもつ

プログラムを組み、実習に力を注いでいる弘前

大学の取り組みが紹介された。 
協議会終了後の懇親会では大学相互の情報交換

が活発に行われ、親睦を深める機会として大変有

意義なものとなった。   （報告：秋田大学） 
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平成２６年度 日本教育大学協会全国美術部門地区会報告② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆関東地区 

 
下記要領で I.支部総会・II.研究協議会を開催

いたしました。 

日 時：平成 26 年 6 月 21 日(土)15:00~17:30 

場 所：茨城大学図書館 3 階セミナールーム 

出席者：東京学芸大学（石井壽郎, 太田朋宏, 西

村徳行, 花澤洋太）横浜国立大学（小野康男, 原

口健一）千葉大学（後藤雅宣, 宮崎甲）宇都宮

大学（梶原良成, 株田昌彦, 本田悟郎）群馬大

学（春原史寛, 林耕史, 茂木一司）山梨大学（井

坂健一郎, 菅沼研一）埼玉大学（石上城行, 小

澤基弘, 高須賀昌志）筑波大学（直江俊雄）茨

城大学（甲斐教行, 片口直樹, 金子一夫, 小泉

晋弥, 向野康江, 島 剛, 島田裕之, 寺本輝正） 

Ⅰ．支部総会 

１．前年議事録確認 

２．支部長報告 本年度関東地区理事（群馬大学 

茂木） 

  ①平成 26 年度役員状況 

  ②平成 26 年度全国美術部門全国委員会の報

告 

  ③平成 26 年度大学美術教育学会運営委員会

の報告 

３．各大学近況報告 

４．平成 25 年度会計決算報告 (千葉大学) 

５．平成 25 年度会計監査報告 (横浜国立大学) 

６．次期全国美術部門地区委員選出 

７．次期支部会研究協議会の開催について 

８．その他 

  ・平成 27 年度全国大会は関東地区から横浜国

立大学においての開催が承認された。 

  ・所在不明となっている「支部会規定」の確

認のため、各代議委員は探して事務局に報

告することを申し合わせた。 

Ⅱ．研究協議会 

１．承合事項 

２．協議事項 

○協議題目「教職大学院設置と小学校教育特化に

対する美術科としての対応」に関して、承合事

項をもとに、各大学から現状について報告され

た。 

○各大学の報告を受けて、以下の観点で自由討論

が行われた。また、美術教員養成に責任を持つ

教育系学部・大学の美術教育講座の役割の明確

化や縮小化に対抗した取り組み、次期学習指導

 

    

要領改訂に対する具体的な運動の展開をする必

要性が議論された。 
・今日の理系人材育成に偏重した文科省の要請

に対する危機感 
・美術に対する時代と社会の要請と乖離する教

育の要請 
・美術の本質的意義の追求とその共有の必要性 
・特別課題研究委員会の存在理由と活動内容の

発信 
・美術教育現場(美術科)の総意の構築と、その

意見陳情の必要性 
（宇都宮大学 松島さくら子） 

 
 

◆北陸地区 
 
日時：平成 26 年 10 月 3 日（金）11：00～12：00 

場所：福井大学文京キャンパス総合研究棟Ⅴ（教

育 1 号館）一階大会議室 

出席：新潟大学（佐藤哲夫・柳沼宏寿）、金沢大学

（江藤望・鷲山靖・池上孝之・大村雅章）

富山大学（上山輝・隅敦）、上越教育大学（阿

部靖子・松尾大介・安部泰）、信州大学（岡

田匡史）、福井大学（宮崎光二・湊七雄・坂

本太郎） 計 15 名 

○協議事項 

１．開会 

２．挨拶（当番大学） 

３．参加者自己紹介 

４．議長選出 

５．報告事項 

①日本教育大学協会全国美術部門委員会報告 

②大学美術教育学会理事会報告 

③平成 25 年度事業報告と会計報告 

④平成 26 年度事業計画と会計予算 

６．協議 

・ミッションの再定義について  

・教職大学院の設置について 

・少ないスタッフでいかに指導内容の充実を図っ

ているのか、その工夫について 

 福井大学からは、教職大学院の学校拠点校方

式・県教委との連携等、先進的な取り組みについ

て紹介があり、他大学からの参観者を多く受け入

れている実態が紹介された。 

７．承合事項 

・教職大学院新設の進捗状況と、従来の大学院の 
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平成２６年度 日本教育大学協会全国美術部門地区会報告③ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

処遇について 

・北陸新幹線の開通に伴い、入学希望者（学部、

大学院とも）へのアピールする用意、または予

定があるか。 

・地域の美術館を活用するなど、地域の文化団体

と連携した活動について。 

 特に、教職大学院の設置については、福井大学、

上越教育大学を除いて、他大学は平成 28 年度以降

に行われることもあり、現時点の進捗状況および、

従来の大学委員の処遇について等、詳しい報告が

なされた。 

８．その他・質問 

・次期協議会開催大学について 

・次期地区役員・地区理事の選出について 

９．閉会 

10．諸連絡 

11．写真撮影 

（富山大学 隅敦） 

 

 

◆東海地区 

 

日時：2014 年 6月 28 日（土） 10 時～15 時 

場所：名古屋国際センター5 階 第六会議室 

出席：（静岡大学）白井嘉尚，伊藤文彦，名倉達了，

大宮康男（三重大学）山田康彦，山口泰弘，

上山浩，岡田博明，奥田真澄，関 俊一（岐

阜大学）佐藤昌宏，辻 泰秀，野村幸弘，

山本政幸（愛知教育大学）野澤博行，富山

邦夫，樋口一成，杉林英彦，永江智尚，松

本昭彦 

 地区会開催にあたり、午前は参加者による自己

紹介の後、以下の事項について報告並びに協議を

一部行った。また、昼食時には年度末に退職する

教員からの挨拶があり、和やかな雰囲気の中で

種々の話題についての情報交換がなされた。午後

からの協議再開後も活発に意見が交わされた。と

りわけ入試に関しては、出願者の低迷について、

高校生の美術に対する関心の低下や、教職への魅

力の低下等の意見が出された。また、教員養成に

おける専門科目の在り方については、時間の都合

上、授業担当者からの現状報告に留まった感は否

めないが、どんな学生を育て、学校現場へ送り出

そうとするのか（カリキュラムポリシーとディプ

ロマポリシー）について考える契機になったであ

ろうか。 

 
 
 

○報告事項 

１．平成 25年度全国美術部門協議役員会より 

２．平成 25 年度大学教育学会拡大理事会より

３．その他 

○協議事項 

１．平成 26年度部門・学会地区全国理事の選出

について 

２．平成 27年度の東海地区会開催大学について 

３．志願者数の動向（入試情報）について 

４．図工科・美術科の動向に関する情報交換 

５．ミッションの再定義に伴う教員養成におけ

る専門科目の在り方について 

６．地域連携について 

７．その他（進路・就職状況等） 

（愛知教育大学 松本昭彦） 

 

 

◆近畿地区 

 

◆日時：平成 26 年 6 月 1 日（日）13:30－16:00 

◆会場：滋賀大学 大津サテライトプラザ 

◆参加：京都教育大学：岩村伸一（25/26 年度委  

員）、村田利裕、丹下裕史／滋賀大学：世ノ一善

生 （26/27 年度委員）、藤田昌宏、隼瀬大輔／

和歌山大学：永守基樹／神戸大学：鈴木幹雄／

大阪教育大学：高間由香里／奈良教育大学：狩

野宏明／兵庫教育大学：高木厚子 

◆ 内容： 

◇地区全国理事（H25・26）の司会進行。挨拶、参

加者自己紹介 

◇会計報告と近畿地区美術部門会員名簿確認・更

新 

◇現状報告 

以下の項目に関してそれぞれの大学が報告を行

った。 

(１) 大学内予算配分の現状と問題点 

(２) 院生・学部生の在籍状況  

(３) 学部入試の状況と取組  

(４) 教員採用・就職の状況と試験対策  

(５) 大学改革などに関する取組状況 

(６) 各大学における県や地域の現場美術教育組

織と大学との連携や協力関係の現状(地域の子

どもたちとのイベントなども含む)の実施状況 

(７) その他。 

各大学からの主な報告内容は以下。 

・京都教育大学：京都教育大学附属学校・園こ
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ども美術作品展／教育学研究科の専修・コー

ス募集人員変更方針案 

・滋賀大学：新しい卒業研究指導体制（教科教

育論文と教科専門の 2 つを課す）の成果報告

／遅くとも平成 33年度設置を目指して教職大

学院設置構想中。 

・和歌山大学：平成 28 年度設置予定の教職大学

院への動き／平成 26年度からの教員組織の改

革／和歌山近代美術館との連携 

・神戸大学：学内組織改革／美術館等と連携し

たワークショップ 等 

・大阪教育大学：卒業・修了研究記録冊子／美

術教育コース広報ポスター／学長特別プロジ

ェクト イエローライン・プロジェクト 

・奈良教育大学：教員養成高度化（平成 28 年度 

大学院改組）／美術教育と幼年教育、附属幼

稚園が連携した「どろんこワークショップ」 

・兵庫教育大学：平成 28 年度実施予定のカリキ

ュラム改革／学部・大学院のコース構成 

◇協議事項 

・卒業/修了制作展について。予算獲得や記録冊

子発行などの運営に腐心している様子を報告

しあい共有した。教育・研究成果発信の場と

して、卒業・修了研究発表会の重要性を再確

認した。 

（滋賀大学 世ノ一善生） 

 

 

◆四国地区 

 

日 時：2014年 6月 21日（土） 午後 12:00〜14:30 

場 所：愛媛大学 教育学部本館 美術合同演習

室１ 

出席者：高知大学：金子 宜正、鳴門教育大学：山

田 芳明、香川大学：古草 敦史、愛媛大

学：原田 義明、千代田 憲子、佐々木 昌

夫、秋山 敏行、福井 一真  以上８名 

議題 

１．拡大理事会・部門協議役員報告について 

 本年度四国地区全国理事（福井）より、2014 年

3 月 15 日に開催された「平成 25 年度第２回大学

美術教育学会拡大理事会」、「平成 25 年度第２回日

本教育大学協会全国美術部門」についての報告が

行われた。 

・全国美術部門協議役員会における「大学造形教

育連絡協議会」の人事についてどの経緯で選出

されたのか、資料④「大学造形教育連絡協議会

規定（案）」との整合性についての質問があり、

秋山先生（愛媛大学）が山梨大学の新野先生に

状況の確認。 

・学会誌のアウトソーシング化について、現行の

総務局・事務部長と中西印刷との業務の内容や、

投稿論文の入稿方法についての詳細について新

関先生（滋賀大学）に確認。 

・第 46 号の学会誌に掲載されている査読者一覧に

ついて、掲載するようになった経緯等について、

新関先生（滋賀大学）に確認。 

２．自由討議 

・愛媛大学の千代田先生から愛媛大学の改組の状

況（新学部・教育学部新課程・教育学部教職大

学院等）についての報告があり、クォーター制

の導入についてなどの意見交換が行われた。 

・山田先生（鳴門教育大学）からサバティカル制

度についての鳴門での状況紹介があり、各大学

での実施状況等の意見交換が行われた。 

・古草先生（香川大学）から香川大学の研究費に

ついての紹介があり、各大学での研究費支給状

況についての意見交換が行われた。 

３．会計の引き継ぎ 

・支部会費納入、出席者への旅費支給の完了 

・前年度会計担当の古草先生（香川大学）から今

年度担当の福井（愛媛大学）への引き継ぎを確

認。 

（愛媛大学 福井一真） 

 

 

◆中国地区 

 

下記要領で定例総会を開催いたしました。 

日 時：平成 26年 6月 21日（土）14：00 - 17：

00 

会 場：島根県松江市 サンラポーむらくも  

出席者：広島大学（1）、岡山大学（3）、山口大

学（1）、島根大学（5） 

オブザーバー参加：鳥取大学（1）○計 11名 

〈 日程 〉 

・14：00 〜 14：45 研究発表 

・15：00 〜 17：00 総会 

□研究発表 
総会に先立ち，岡山大学の清田哲男講師が「ユ

ニバーサル・デザインについて」と題して，また

島根大学の有田洋子講師が「美術科授業開き論─ 
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その目的と内容」と題して研究発表を行い、質疑

応答をした。 
□総会（15：00-17：00） 
総会では出席者自己紹介や地区理事挨拶、全国

理事会の報告等に続き、報告・協議事項として全

国委員会、理事会報告、平成 25 年度地区会計報告、

平成 25 年度会計監査報告などがあり、その後、協

議、情報交換をした。 
〈協議〉では、１：地区総会での議決について、

２：鳥取大学の地区総会への参加についての 2 点

が協議された。 
１：の地区総会での審議事項の議決方法について

は次のことが承認された。 
①審議事項に関しては、事前に当番校がとりま

とめ、各大学へ検討依頼をおこなう。 
②各大学でとりまとめた意見を１票とし、総会

において多数決もしくは合議によって決す

る。 
③急を要する案件についてはメールによる書面

審議を可とする。 
④大学からの参加者がない場合の議決は、委任

状を提出する。 
２：の鳥取大学の地区総会への参加については、

個人会員での参加は可能であることが確認さ

れた。しかし、実質的に当番校となるには負

担が大きすぎるので、組織としての参加およ

び議決権については、継続審議することとな

った。 
〈情報交換〉では教職実践演習に対する各大学

での取り組みについて情報交換が行われた。 
島根大学からは、各専攻が 11 回のプログラムを

行う中で、美術教育専攻では卒業制作・卒業論文

の内容を焦点化し、中学美術での授業を想定した

教材開発を行っていることが報告された。 
広島大学からは、教科の指導方法に関するリフ

レクション及び模擬授業の準備、模擬授業、卒研

ゼミではない分野での教科内容のフォローアップ

を行っていることが報告された。 
岡山大学からは、公立協力校でのインターンと

事前事後指導を中心に行っていることが報告され

た。 

山口大学からは、専攻では７コマ程度を担当し、

各美術分野のまとめを卒業研究とは別に行ってい

ることが報告された。 

またそれぞれ課題があることも合わせて報告さ

れた。 

（島根大学 新井知生） 
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■特別課題検討委員会 

この度、3 年間の委員会活動の成果をまとめた図工・

美術科内容学テキスト「うみだす教科の内容学‐図工・

美術の授業でおきること」が完成致しました。本委員会

の前身である教科内容学検討委員会の成果を受け継ぎ、

今回テキストの第一弾を刊行することができ、ほっとし

ております。これもひとえに特別課題検討委員会委員の

皆様の 3 年間に及ぶご尽力の賜物だと思います。委員の

皆様、本当にお疲れ様でした。平均すると二か月に一度、

委員の先生方にはわざわざ埼玉大学まで足をお運びいた

だき、毎回熱意に溢れた議論を展開することができまし

た。この委員会の特徴は、実技系及び理論系教科専門の

若い世代の教員が主力となって議論を進めていった点に

あると思います。そこに美術科教育の先生方の貴重なア

ドバイスも加わり、「創造」という観点から制作実感を伴

う教科の内容学に踏み込んでいきました。 

教科の内容を考える際、ともすると各分野の特質のデ

ィテールの議論に陥りがちになります。そうした細部に

ついて議論をすると際限がありません。その問題を考え

る前に、まずは図工・美術科教育の全体を統べる教育内

容の軸線をはっきりと打ち出すこと、その軸線を「創造」

概念に据えて、実際に制作に携わる教科専門の教員が自

らの制作実感と教育の現場での経験とを重ね合わせなが

ら、率直に意見を出し合い、その議論の中から今回のテ

キストの骨子と全体像が立ちあがってきた次第です。絵

画・彫刻・デザイン・工芸・美術理論/美術史という従来

の縦割りの分野を考察の前提としないで、あくまで図

工・美術科を「うみだす教科」として大きく捉え、モノ

やコトが生み出されていくプロセスを子どもたちの創造

プロセスのなかに丁寧に映し換えながら、そこで一体何

が起こっているのか、それが子どもたちに何をもたらし

得るのかを、授業題材等の具体的事例に即しつつ考察し

まとめました。教育学部で美術教育を学ぶ学生たちのた

めに、実際の学校現場での図工・美術の授業を踏まえ、

授業の中で生起する創造を、各委員がテキストの主旨に

基づいて考察し報告するというパートも最後に設けてお

ります。また各委員が学生たちに身に付けてもらいたい

力を授業でどう伝えているか、大学の授業実践例も簡潔

に文中に挿入しました。 

本テキストは図工・美術の教科内容を考えるための手

がかりであり、議論のたたき台として機能すればと考え

ております。まずは会員の皆様にご一読いただき、忌憚

ないご意見をお寄せいただければ幸いです。何卒よろし

くお願いいたします。ご意見は以下のメールにお願いで

きればと思います。 

小澤基弘 mkozawa@mail.saitama-u.ac.jp 

 

■全国学校美術教育支援委員会 
（1）略称「学校支援委員会」新設〔敬称略〕 

全国美術部門の各種委員会の一つとして平成 26

年度に全国学校美術教育支援委員会が新設されま

した。委員長には山口喜雄（宇都宮大学 26-27／

全国美術部門代表代理・兼務）が選ばれました。

委員長は後記の二つの部会を統括し、両部会メン

バーが本委員会の委員です。全国造形教育研究大

会山梨大会(韮崎市立韮崎中学校／山梨県立美術

館 2014.10.30)に参加し、公開授業・研究協議会・

都県代表者会などに出席して、情報交換や本委員

会が支援すべき状況調査を行いました。 

（2）附属学校委員会改め「附属学校部会」 

学校支援委員会との名称の混同を避けるために

旧附属学校委員会を「部会」に改めました。メン

バーは附属学校園長の現職や経験教員から選出さ

れ、附属学校園における美術部門活動の情報交換

や交流活動を行いました。部会長には佐藤昌彦（北

海道教育大学 26-27）、副部会長は伊藤文彦（静岡

大学 26-27）、部員に片野一（福島大学 26-27）、

遠藤敏明（秋田大学 25-26）が選ばれました。 

（3）広報活動強化の「学校教育支援部会」 

学校教育支援部会の目的は、全国の学校におけ

る美術教育研究活動への支援です。部会長には天

形健（福島大学 26-27）、副部会長は柳沼宏寿（新

潟大学 26-27）が選出され、広報活動の強化をめ

ざしました。全国造形教育研究大会（略称：全造

連）本部役員会や東北ブロックの造形教育研究大

会岩手大会(盛岡市 2014.7.30)などで本部会の広

報活動を行いました。 

（4）本委員会と二つの部会の課題 

全造連組織の中で「学校支援委員会」の存在や

諸活動への認識が広まっていないのが現状です。

今後は全国大会や地区大会のほか、各県開催の研

究大会や研修行事等の情報収集に力を入れたいと

思います。美術教育研究支援活動、情報提供活動

などの展開が、日本における美術教育の研究や実

践の向上に必要不可欠と考えているからです。 

ところで、各県の美術教育研究会への研究支援

活動の主体は、基本的に各県の教員養成大学です。

そのため、各県やブロックでの研究大会等の情報

は、本委員会と各大学が連携して調査し、情報を

共有することが望まれます。そのため、理事会や

運営委員会等で、全国の美術教育活動等に関する

情報交換を議題の一つにすることを提案します。 

山口喜雄 nobuoya@cc.utsunomiya-u.ac.jp 
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平成 26年度 日本教育大学協会全国美術部門 

 

平成 26 年 10 月 3 日（金）17：00～17：30 

場所：福井大学（文教キャンパス） 

総合研究棟Ⅴ（教育系 1 号館）大会議室 

 

Ⅰ．挨拶 

 時間との関係で省略された。 

 

Ⅱ．報告・協議 

 

〈報告事項〉 

１ 平成 26 年度学会会員現況 

平成 26 年度部門会員・名簿状況について、芳賀

総務局長より 327 名の会員が登録されている旨の

報告があった。 

 

２ 事業報告 

（１）平成 25 年度事業について、芳賀総務局長よ

り配布資料をもとに報告があった。 

 

３ 平成 26 年度 部門・学会の合同開会式・総会・

協議会 

（第 1 部）で報告済み。 

 

４ 部門各種委員会 

（１）特別課題検討委員会 

小澤委員長より、郡司明子委員から西村徳行

委員に委員の交代があったことが報告された。

また、報告書等の作成の進捗状況について報告

があった。 

（２）学校美術教育委員会 

山口委員長より、委員会の活動状況について

報告があった。 

（３）全造連大学部会 

新野部門部長より、部会の活動状況について

報告があった。 

 

５ その他 

（１）全造連・山梨大会 

新野部門部長より、10 月 30、31 日に行われ

る全造連・山梨大会について報告があった。 

〈協議事項〉 

１ 平成 26 年度役員・委員会 

（１）平成 25 年度人事役員・各種委員会について、

芳賀総務局長より配布資料をもとに説明があ

り、承認された。 

 

２ 決算・予算・事業計画 

（１）平成 25 年度決算(案)について、芳賀総務局

長より配布資料をもとに説明があり、承認さ

れた。 

（２）平成 25 年度会計監査について、小澤監事よ

り配布資料をもとに報告があり、承認された。 

（３）平成 26 年度事業計画（案）について、芳賀

総務局長より配布資料をもとに説明があり、

承認された。 

（４）平成 25 年度予算（案）について、芳賀総務

局長より配布資料をもとに説明があり、承認

された。 

 

Ⅲ．その他 

芳賀総務局長より、27 年 3 月発行の会報につい

て説明があり、地区理事に原稿執筆の依頼があっ

た。 

 

Ⅳ．挨拶 

閉会に際し、小野学会副理事長、岩村部門副代

表、山口代表代理から挨拶があった。 
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平成２６年度 日本教育大学協会全国美術部門協議会報告② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開会式／総会／協議会 

 

日 時：2014 年 10月 4 日（土） 9:00～ 

会 場：総合研究棟Ⅴ（教育系 1 号館） 

    大１講義室 

 

〈開会式〉  9:30～9:40 

 

司会進行：濱口 由美（福井大学） 

１．開会挨拶 

  美術部門代表  増田 金吾（東京学芸大学） 

２．開催大学代表挨拶 

  部門大会実行委員長 宮崎 光二（福井大学） 

３．閉会挨拶 

  特別委員  山口 喜雄 

（宇都宮大学/部門代表代理兼務） 

 

〈総 会〉  16:30～17:30 

１．挨 拶 

 美術部門代表  増田 金吾（東京学芸大学） 

２．議長団選出（議長候補：近畿地区・ 

副議長候補：関東地区） 

３．議 事 

 

【報告事項】 

（１）会員登録・入会等報告 

    総務局長  芳賀 正之（静岡大学） 

（２）平成 25 年度事業・決算報告 

（３）平成 25 年度監査報告 

    監 事  西村 俊夫（上越教育大学） 

小澤 基弘（埼玉大学） 

（４）特別課題検討委員会報告 

    委員長  小澤 基弘（埼玉大学） 

（５）学校美術教育支援委員会 

    委員長  山口 喜雄（宇都宮大学） 

（６）その他 

 

【協議事項】 

（１）平成 26 年度役員・各種委員構成・任期 

  部門代表  増田 金吾（東京学芸大学） 

（２）平成 26 年度事業計画（案）・予算（案） 

総務局長  芳賀 正之（静岡大学） 

（３）全国美術部門の組織・運営等 

  部門部長  新野 貴則（山梨大学） 

（４）平成 26 年度 協議会の開催大学 

（H26 横浜大会） 

渡辺 邦夫（横浜国立大学） 

（５）その他 

 

４．議長団解任 

 

５．閉会の辞 

 

 

〈協議会〉  10:00～11:25 

 

テーマ：全国美術部門の原点に帰る 

 ～ 部門と学会が果たす役割とは ～ 

 

コーディネーター：芳賀 正之（静岡大学） 

パネリスト   ：大嶋  彰（滋賀大学） 

：白井 嘉尚（静岡大学） 

コメンテーター ：小野 康男（横浜国立大学／ 

学会副理事長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11 
 

平成２６年度 日本教育大学協会全国美術部門協議会報告③ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 26 年度 日本教育大学協会全国美術部門協

議役員会 

 

日時：平成 27 年 3 月 14 日（土）16：00～17：00 

会場：アットビジネスセンター東京駅  305 号室 

 

Ⅰ．挨拶 

 議事に先立ち、先ず岩村副代表から開会の辞が

あり、次いで増田代表より挨拶があった。 

 

Ⅱ．報告・協議 

〈報告事項〉 

１ 平成 26 年度全国美術部門事業報告 

芳賀総務局長より、配布資料をもとに、平成 26

年度の事業について報告された。 

 

２ 平成 26 年度全国美術部門協議会報告 

先ず芳賀総務局長から、学会との合同による協

議会を実施した結果、多くの参加者があった旨の

報告があり、今後も合同による協議会を継続する

意向が示された。次いで大嶋特別委員より、部門

の組織における教科専門教員の重要性が指摘され

た。 

 

３ 全国学校美術教育支援員会（部門） 

山口委員長から、配布資料をもとに今年度の全

国学校美術教育支援員会の総括と課題について報

告された。 

 

４ 平成 26 年度部門会員現況 

 芳賀総務局長より、現在 327 名の会員の登録に

ついて報告された。 

 

５ 日本教育大学協会への要望書 

先ず増田委員長から、配布資料をもとに日本教

育大学協会に提出した「中学校美術科担当専任教

諭の適正配置に関する要望書」について報告があ

り、今後も継続した要望の必要性が説明された。

次いで、部門独自の調査による教員配置数等の統

計を提示すべきとの要望があった。また、情報収

集の際の個人情報の扱いや、ミッションの再定義

における数値と各県ごとの教員採用数との齟齬等

の問題点が指摘された。それらの要望や指摘を受

け、調査の内容や方法について、検討していく意

向が示された。 

〈協議事項〉 

１ 平成 27 年度全国美術部門役員・委員会 

芳賀総務局長より、役員・各種委員会について

配布資料をもとに説明があった。来年度の地区全

国委員を、各地区で選出し、メール等で通知する

よう依頼があり、了承された。 

 

２ 決算・予算・事業計画 

（1）平成 27 年度全国美術部門事業計画（案） 

芳賀総務局長より、平成 27 年度事業計画（案）

について、配布資料をもとに説明があり、承認さ

れた。 

（2）平成 26 年度全国美術部門決算・平成 27年度

全国美術部門予算（案） 

芳賀総務局長より、平成 26 年度決算・平成 27

年予算（案）について説明があり、最終的な決算

および予算（案）は、26 年度終了後に提示し、審

議することが確認された。 

 

３ 特別課題検討委員会（部門） 

先ず小澤委員長より、報告書作成について報告

があった。次いで、新たな委員の選出等、今後の

活動の方向性について提案があった。 

 

４ 大学造形教育連絡協議会 

新野部門部長より、配布資料をもとに覚書の変

更点等について説明があり、確認された。 

 

５ 全国美術部門の改善 

芳賀総務局長より、部門会員の現状を円滑に把

握していく方策について提案があり、今後全国地

区委員に地区ごとの名簿整理が依頼された。 

 

Ⅲ．挨拶 

岩村副代表より閉会の辞があった。 

重要なお知らせ 運営委員会体制の変更について 
 
現在の総務局体制になって、私どもは日本教育大学

協会全国美術部門及び大学美術教育学会の効率的で持

続可能な運営をめざしてきました。その過程では諸課

題が見いだされつつあります。その一つに運営に携わ

る会員の業務の負担増があります。これまで各種委員

会委員長は全ての運営委員会に参加していただきまし

たが、運営委員会の方法を検討した結果、議題に応じ

て参加していただくことで少しでも負担の軽減を目指

すということを考えました。よりよい運営を目指して

おりますので、各位におかれましては今後ともご理解

とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

全国美術部門代表 増田金吾 
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平成２５年度 事業報告          平成２６年度 事業計画 

4 月 1日（日） 

 

5 月 31日（土） 

 

6 月 9日（日） 

 

6 月中旬 

 

 

 

9 月 10日（火） 

 

9 月 15日（日） 

10 月 11日（金）  

 

 

 

 

 

10 月 12日（土） 

 

10 月 13日（日） 

 

11 月 28 日（木）

～29日（金） 

12月 2日（月） 

 

（平成 26年） 

1 月 24日（金） 

 

1 月 25日（土） 

3 月 15日（土） 

 

 

 

3 月中旬 

日本教育大学協会への事業報告 

（H24.12-H25.3事業分） 

H24 論文集『日本教育大学協会研究年

報』査読候補者推薦 

部門運営委員会 

（オフィス東京会議室） 

全国美術部門協議会・総会ほか日程、

「京都大会案内（第 2次）」発送 

平成 24年度会計監査 

（増田監事・小澤監事） 

「部門会報・45号」、「京都大会案内 

（最終）」 

部門運営委員会（東京学芸大学） 

拡大総務局会・拡大理事会(役員・委

員長出席)・第 1 回全国美術部門役員

会、各種委員会（全造連大学委員会:

全美協との合同協議 

※H20 以降、附属学校委員会、特別課

題検討委員会）（京都教育大学) 

全国美術部門「京都大会」開催（京都

教育大学）、部門総会、部門協議会 

午後、次期開催大学への引継ぎ（次期

開催大学―京都教育大学） 

第 66 回全国造形教育研究大会 2013/

東京大会 

日本教育大学協会への事業実績報告

（H25.4-12事業分） 

 

日本教育大学協会全国研究部門連絡

協議会（東京学芸大学本部） 

部門運営委員会（東京学芸大学） 

拡大総務局会・拡大理事会(役員・委

員長出席) 

第 2回全国美術部門役員会、各種委員

会（TKP 東京・京橋） 

「部門会報・第 46号（大会予告） 

発行・郵送  

(4 月 1日） 

日本教育大学協会への事業報告 

（H25.12-H25.3事業分） 

 5 月 31日（土） 

 

6 月 22日（日） 

 

6 月下旬 

 

 

8 月 18日（月） 

 

9 月 10日（水） 

 

9 月中旬 

 

9 月 21日（日） 

 

10月 3日（金） 

 

 

 

10月 4日（土） 

 

 

10月 5日（日） 

 

 

 

10 月 30日（木） 

～31日（金） 

12月 1日（月） 

 

（平成 27年） 

1 月 23日（金） 

 

2 月 21日（土） 

 

3 月中旬 

 

 

 

 

3 月末日 

 

4 月 1日 

H26論文集『日本教育大学協会研究年

報』査読候補者推薦 

第 1回 運営委員会 

（静岡／パルシェ７Ｆ・会議室） 

「福井大会案内（第 1次）」 研究発表

（口頭）・投稿論文登録の「申込案内」 

「福井大会案内（2次/最終）」 

造形芸術教育協議会関係(三学会連携

協議)  

「部門会報・46 号」、「福井大会案内

（最終）」 

平成 25年度会計監査 

（西村監事・小澤監事） 

第 2回 運営委員会 

（静岡／パルシェ７Ｆ・会議室） 

拡大総務局会・第 1 回拡大理事会(役

員・委員長出席)・第 1 回全国美術部

門役員会、各種委員会（全造連大学委

員会:全美協との合同協議） 

第 53回大学美術教育学会「福井大会」

開催式（福井大学）、学会総会、研究

発表（口頭）、学会・部門合同懇親会  

シンポジウム、ポスター発表・ポスタ

ー展示、研究発表（口頭）、閉会式、

大会開催大学引継ぎ（次期開催大学- 

横浜国立大学） 

第 66 回全国造形教育研究大会 2014/

山梨大会 

日本教育大学協会への事業実績報告

（H26.4-12事業分） 

 

日本教育大学協会全国研究部門連絡

協議会（東京学芸大学本部） 

部門運営委員会（静岡／パルシェ７

Ｆ・会議室） 

拡大総務局会・第 2 回拡大理事会(役

員・委員長出席)・第 2 回全国美術部

門役員会、各種委員会（場所 未定） 

次年度 組織・運営に関する執行部・

各役員の引き継ぎ 

「部門会報・第 47号（横浜大会予告）

発行・郵送 

日本教育大学協会への事業報告 

（H26.12-H27.3事業分） 
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日本教育大学全国美術部門 

平成２５年度 決算 
 
●収入 
 費 目 平成２５年度予算 平成２５年度決算 増 減 
 前年度繰越 ９００，０００ ９１７，０４１ －１７，０４１ 
年会費 会費収入 ９３０，０００ ８７０，０００ ６０，０００ 
助成金 教大協助成金 ８０，０００ ８０，０００ ０ 
 収入合計 １，９１０，０００ １，８６７，０４１  

 
●支出 
 費 目 平成２５年度予算 平成２５年度決算 増 減 
補助金及び負担金 全国協議会補助金 ２００，０００ ２００，０００ ０ 

全造連負担金 ４，０００ ４，０００ ０ 
印刷製本費 部門会報通信刊行費 １００，０００ ５４，２９０ ４５，７１０ 

名簿刊行費 １２０，０００ ０ １２０，０００ 
封筒その他印刷費 ３０，０００ ０ ３０，０００ 

運営費 特別課題検討委員会費 ２００，０００ ８０，１００ １１９，９００ 
事務経費 支出手数料 ５，０００ ４２０ ４，５８０ 

通信費 ５，０００ ５，０００ ０ 
郵送費 ５０，０００ ０ ５０，０００ 
事務費 ５，０００ ５，０００ ０ 
雑費 ５，０００ ０ ５，０００ 

委託費 事務部業務委託費 ５０，０００ ３６，０００ １４，０００ 
予備費 予備費 １，１３６，０００ １，４８２，２３１ －３４２，４８０ 
 合 計 １，９１０，０００ １，８６７，０４１  

 
 
日本教育大学全国美術部門 

平成２６年度 予算（案） 
 
●収入 
 費 目 平成２５年度予算 平成２６年度予算 増 減 

 前年度繰越 ９００，０００ １，４８２，２３１ －５８２，２３１ 

年会費 会費収入 ９３０，０００ ９６０，０００ －３０，０００ 

助成金 教大協助成金 ８０，０００ ８０，０００ ０ 

 収入合計 １，９１０，０００ ２，５２２，２３１  

※ 会費収入＝＠3,000円×320名 

 
●支出 
 費 目 平成２５年度予算 平成２６年度予算 増 減 
補助金及び負担金 全国協議会補助金 ２００，０００ ２００，０００ ０ 

全造連負担金 ４，０００ ４，０００ ０ 
印刷製本費 部門会報通信刊行費 １００，０００ １００，０００ ０ 

名簿刊行費 １２０，０００ ０ １２０，０００ 
封筒その他印刷費 ３０，０００ ３０，０００ ０ 
委員会等報告書 ０ ２００，０００ －２００，０００ 

運営費 特別課題検討委員会費 ２００，０００ ２００，０００ ０ 
事務経費 支出手数料 ５，０００ ５，０００ ０ 

通信費 ５，０００ ５，０００ ０ 
郵送費 ５０，０００ １０，０００ ５０，０００ 
事務費 ５，０００ ５，０００ ０ 
雑費 ５，０００ ５，０００ ０ 

委託費 事務部業務委託費 ５０，０００ ５０，０００ ０ 
予備費 予備費 １，１３６，０００ １，７０８，２３１ －５７２，２３１ 
 合 計 １，９１０，０００ ２，５２２，２３１  
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第５４回 大学美術教育学会 横浜大会〈案内〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■ 主 催  大学美術教育学会、日本教育大学協会全国美術部門 

       大学美術教育学会・教大協会全国美術部門横浜大会実行委員会 

■ 協 賛  横浜国立大学 

■ 後 援  横浜市教育委員会（申請中）神奈川県教育委員会（申請中） 

■ 開催日  2015年 9月20日（日）21日（月祝） 

■ 大会テーマ「多様な文化の時代における図画工作・美術科教員の育成」 

■ シンポジウムテーマ「美術の現状 教科としての価値の再定義」 

 

 

ごあいさつ 

 

 平成27年度大学美術教育学会（横浜大会）並びに、日本教育大学協会全国美術部門総会・協議会を横浜国立大学で開催

いたします。口頭発表、ポスター発表、ポスター展示の研究発表、シンポジウム（詳細後述）、学部学生の為の美術教育

学生会議などが開催されます。また、新たに大会併設企画「造形教育実践フォーラム」を開催、地元現職教員による授業

実践報告の展示と共にセッションを企画しました。大学の研究者教員が養成してきた教育現場の教員との交流や連携こそ

最も大切なことではないかと考えての企画です。会員の皆様、並びに、興味関心のお有りの方ならどなたでもご参加いた

だけます。振るって御参加の程、心よりお待ち申し上げます。 

 横浜大会の全体テーマは、「多様な文化の時代における図画工作・美術科教員の育成」です。急速な国際化・情報化に

伴い「多様な文化や差異を受容する新たな教育理念」が必要とされる今日、様々な「感性」や「表現」、そしてそれを開

く「教員養成の未来」について、光を当てて参りたいと思います。今、子ども達を取り巻く社会や自然の環境には大きな

変動が起きています。今こそ、人はどうあるべきか？何をなすべきなのか？何が必要なのか？といった、人が生きる意味

や人の存在そのものに深い問いかけが必要になってきています。本大会は「図画工作・美術科教員の育成」を全体テーマ

としてかかげ、図画工作・美術教育の意義を深い次元で問い直す大会としたいと思います。 

 大会シンポジウムのテーマは「美術の現状 教科としての価値の再定義」としました。図画工作・美術という教科が、

現在、置かれている現状と 課題について教科の外部からの視点も必要です。そのため、特別外部招聘パネリストとして、

東京国立博物館学芸企画部企画課デザイン室長の木下史青 氏をお迎えし、19世紀から20世紀にかけて視覚聴覚のアナログ

メディアが出現、20世紀後半にデジタルメディアに移行した世界に於いて、本物、或は、モノのもつ価値について再考し

たいと思います。またもう一人、外部からパネリストとして、イタリアルネサンス期の美術を専門とする一方、美術研究

の方法論の最先端で活躍され、ご自身「思考のイメージ論的転回」というテーマを提唱されている京都大学人間環境学研

究科の岡田温司 教授もお迎えし、芸術の概念自体が変容した20世紀に続く21世紀に於ける「図画工作・美術科教育の将来

あるべき姿」について多角的に議論します。 

 図画工作・美術科教員の養成に於いて、教員を目指す学生は何を学修するのか。とりわけ、子どもたちの能動的で創造

性豊かな学びが要求されている現代に於いて、「感性」と「表現」の教科である図画工作・美術科はいかなる役割を果た

していくのかについて考えたいと思います。 

 今、様々な「時代の岐路」に於いて、子どもの成長・発達に美術教育が如何に貢献できるのか、美術教科の必要性その

ものが改めて問われているのではないでしょうか。本大会は美術教育に関する最新の研究や提言、並びに参加者の皆様と

の交流の場を複数準備しております。是非、御参加いただき、参加者の皆様方、相互に実りある大会となりましたらなら、

開催大学として、これに勝る喜びはございません。重ねて多数のご参加の程、お願い申し上げます。 

 

横浜大会実行委員長 渡辺邦夫 
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【総務局広報室】 
 
芳賀正之（静岡大学） 
佐藤賢司（大阪教育大学） 

新野貴則（山梨大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美術部門と全美教が連携協力しながら参画する

ことができました。これまでも公立・私立大学

の先生方とともに協力・参加してきましたが、

組織的に連携することでより密な参画を実現す

ることができました。全国美術部門の先生方に

は指導助言者として協力していただいたこと、

あらためて御礼申し上げます。また、平成 27年

度は岐阜大会が予定されております。ご理解と

ご協力をよろしくお願い致します。 

平成 27 年度には、(3)にかかわる事業を計画

しております。ご承知のことと思いますが、日

本教育大学協会へ「中学校美術科担当専任教諭

の適正配置に関する要望書」を提出してきまし

た（会報 No.47 増田代表による『美術部門代表

就任のご挨拶』）。そして、平成 26年度 3月の拡

大理事会では継続的に要望書を提出していく必

要があることを確認したところです。要望書を

提出する際には、実態を明確な数値で表した資

料を添付することで説得力が増します。そこで、

全国の中学校・高等学校美術科担当教員の配置

状況の調査を大学造形教育連絡協議会として実

施することを検討しております。 

今日、造形美術教育に携わる教員の業務が多

様化し、多忙化していると思われますが、様々

な組織と連携・協力することによって、継続的

にかつより強力に造形美術教育の一層の充実と

発展を目指して活動していくことを目指してい

きます。 

●全国美術部門の改善（名簿の整理） 

全国美術部門の重要な業務の一つとして、部

門会員の現状を正確に把握していくことが挙げ

られます。これを円滑に進めるためには、全国

の地区会の協力が欠かせません。平成 26年度 3

月の拡大理事会では、全国地区委員に地区ごと

に名簿を整理していただくよう依頼がなされま

した。本会報の冒頭、岩村副代表の言にもあり

ますように全国美術部門は各地区会の活動が基

礎となっています。全国美術部門の組織力を高め

るためにも、部門会員の皆様にはご理解とご協力

をお願い申し上げます。 

全国美術部門の 

よりよい運営へ向けて 
 

平成 26年度全国美術部門部長 

新野貴則（山梨大学） 

 

日本教育大学協会全国美術部門（以下、全国美

術部門）の管理・運営の効率化と充実を目指し、

平成 20年度から現在の総務局の体制になり 7年が

経過しましたが、全国美術部門のより充実した活

動をめざし、引き続き工夫改善を進めているとこ

ろです。 

平成 26 年度には、これまで以上に効率的かつ持

続可能な運営をめざして、全国美術部門及び大学

美術教育学会の業務の一部を学会の専門会社であ

る中西印刷にアウトソーシングしました。これに

伴い、会員の情報変更手続きや学会への参加・発

表手続きがウェブ上でできるようになりました。

また、これと同時に会員の先生方と情報を確実に

共有できるよう、より分かりやすいものを目指し

て部門・学会のホームページを全面的にニューア

ルしてきました。この他にも、部門のより充実し

た運営へ向けて新たな事業に取り組んでいるとこ

ろです。この場をお借りしてご報告させていただ

き、改めてご理解とご協力をお願い致します。 

●大学造形教育連絡協議会の設立 

平成 26 年 10 月に福井大学で開催された全国美

術部門の総会において、大学造形教育連絡協議会

の設立が承認されました。この協議会は、全国美

術部門と公立・私立大学の造形美術教育に携わる

教員によって組織されている全国大学造形美術教

育教員養成協議会（以下、全美教）の二つの団体

によって組織されます。全国美術部門と全美教の

連絡・連携を図ることによって、造形美術教育の

一層の充実と発展を目指し立ち上げられました。 

この目的を達成するために、以下の事業を実施

することを「大学造形教育連絡協議会規程」の第

4 条に定めています（当該規程は全国美術部門ホ

ームページに掲載されていますので、ご参照くだ

さい）。 

(1) 本協議会で計画・運営される事業の共同開催 

(2) 美術教育諸団体との連携・協力 

(3) 造形美術教育に関する研究・調査・提言 

(4) その他、本協議会の目的を実現するための諸

活動 

平成 26 年度には、上記の(2)にかかわって、全

国造形教育連盟の第 68 回全造連山梨大会に全国 


